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【手続補正書】
【提出日】平成22年12月17日(2010.12.17)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
電磁波発生器と、
電磁波検出手段と、
前記電磁波発生器から出力される電磁波に、少なくとも1つの周期の成分を含む空間的な
信号強度変調を付与する空間的変調付与手段と、
前記電磁波発生器から出力される電磁波が前記空間的変調付与手段及び測定対象物を介し
て前記電磁波検出手段に入力されることによって、該電磁波検出手段で検出される測定信
号から、前記空間的変調付与手段で付与された信号強度変調と同期した成分の信号を抽出
する処理を行うための信号処理部と、
前記信号処理部からの信号を画像処理して前記測定対象の画像を得るための画像取得部と
、を有することを特徴とする画像形成装置。
【請求項２】
前記電磁波検出手段は2次元の電磁波検出器アレイである請求項1に記載の画像形成装置。
【請求項３】
前記空間的変調付与手段は、前記電磁波検出手段に達する電磁波に、前記電磁波発生器か
ら照射される電磁波の波長以下の周期の空間的な信号強度変調を付与するものである請求
項1または2に記載の画像形成装置。
【請求項４】
前記空間的変調付与手段は、前記電磁波発生器から照射される電磁波の波長以下の周期で
誘電率が空間的に変化するように構成されたものである請求項3に記載の画像形成装置。
【請求項５】
前記空間的変調付与手段は、印加電圧により誘電率が変化する物質で構成され、印加電圧
を前記電磁波の波長以下の間隔で制御することで、前記電磁波の波長以下の周期で誘電率
が空間的に変化するように構成されたものである請求項4に記載の画像形成装置。
【請求項６】
前記空間的変調付与手段が、前記電磁波検出手段に達する電磁波に2方向の信号強度変調
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を与えるものである請求項3、4または5に記載の画像形成装置。
【請求項７】
前記信号処理部は、
前記空間的変調付与手段によって前記電磁波検出手段に達する電磁波に付与された空間的
な信号強度変調の周期と同じ周期を持つ空間的な参照信号を予め当該信号処理部に作成し
ておき、
前記電磁波検出手段からの測定信号と前記空間的な参照信号とを用いて、空間的な同期検
波を行い、前記空間的変調付与手段で付与された信号強度変調の周期と同じ周期の成分の
信号のみを前記測定信号から抽出する請求項1乃至6のいずれかに記載の画像形成装置。
【請求項８】
前記電磁波は30GHz乃至30THzの周波数領域内の少なくとも一部の周波数を含む電磁波であ
る請求項1乃至7のいずれかに記載の画像形成装置。
【請求項９】
電磁波に、該電磁波の波長以下の少なくとも1つの周期の成分を含む空間的な信号強度変
調を付与して、該電磁波が照射される測定対象から電磁波検出手段に達する電磁波に前記
空間的な信号強度変調を付与し、
前記電磁波検出手段に達する電磁波による測定信号と、前記空間的な信号強度変調と同期
した予め作成しておいた空間的な参照信号とを用いて、空間的な同期検波を行い、前記空
間的な信号強度変調と同期した成分の信号を前記測定信号から抽出し、
該抽出した信号を画像処理して前記測定対象の画像を得ることを特徴とする画像形成方法
。
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